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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリアミドをベースとする超微粉末の製造法であって、その際、０．５％のｍ－クレゾ
ール溶液中で２５℃にて測定された、１．５～２．０の範囲の相対溶液粘度ηｒｅｌを有
するポリアミドを、圧力および／または温度の作用下で少なくとも部分的な溶液を作製す
るためにアルコール媒体と、無機粒子の存在下で接触させ、引き続き該ポリアミドを少な
くとも部分的な溶液から沈殿させる、ポリアミドをベースとする超微粉末の製造法におい
て、静的光散乱または動的光散乱を用いてピーク分析の体積加重中央値としてアルコール
媒体中の懸濁液の形で測定された、０．００１～０．８μｍの範囲の無機粒子の平均サイ
ズｄ５０を有する、アルコール媒体中に懸濁された無機粒子を有する懸濁液を使用するこ
とを特徴とする、前記製造法。
【請求項２】
　Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ２、ＺｒＯ２、ＳｉＯ２、ＺｎＯ、Ｂｉ２Ｏ３、ＣｅＯ２、ＩＴＯ
、ＡＴＯ、ＩＺＯ、窒化ホウ素、炭化ホウ素、混合酸化物およびスピネルからなる群から
選択された、アルコール媒体中に懸濁された無機粒子の懸濁液を使用することを特徴とす
る、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　１０００ｋＪ／ｍ３より大きいエネルギー供給の導入下で無機粒子をアルコール媒体中
に懸濁することによって得られる懸濁液を使用することを特徴とする、請求項１または２
記載の方法。
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【請求項４】
　懸濁液の全質量に対して１０～６０質量％の、目的に応じて２０～５０質量％の範囲の
粒子の含有率を有する懸濁液を使用することを特徴とする、請求項１から３までのいずれ
か１項記載の方法。
【請求項５】
　５～２００ｍ２／ｇの範囲の比表面積を有する無機粒子をアルコール媒体中に懸濁する
ことによって得られる懸濁液を使用することを特徴とする、請求項１から４までのいずれ
か１項記載の方法。
【請求項６】
　無機粒子をアルコール媒体中に、リン酸、一塩基のまたは二塩基のリン酸塩、リン酸エ
ステル、ホスホン酸、有機変性ホスホン酸、硫酸、硫酸誘導体、硝酸、有機鉱酸、１つ以
上の酸性プロトンを有する有機化合物、カルボン酸、フェノール、塩基性有機化合物およ
びアミンからなる群から選択された安定化添加剤または添加剤の混合物の存在下で懸濁す
ることによって得られる懸濁液を使用することを特徴とする、請求項１から５までのいず
れか１項記載の方法。
【請求項７】
　アルコール媒体としてポリアミドの沈殿および／または無機粒子の懸濁のために、１：
１～１：５の範囲の酸素原子対炭素原子の数比を有する１つ以上のアルコールを使用する
ことを特徴とする、請求項１から６までのいずれか１項記載の方法。
【請求項８】
　アルコール媒体としてポリアミドの沈殿および／または無機粒子の懸濁のためにエタノ
ールを使用することを特徴とする、請求項１から７までのいずれか１項記載の方法。
【請求項９】
　０．５％のｍ－クレゾール溶液中で２５℃にて測定された、１．５～２．０の範囲の相
対溶液粘度ηｒｅｌを有するポリアミドを、圧力および／または温度の作用下で少なくと
も部分的な溶液を作製するために、静的光散乱または動的光散乱を用いてピーク分析の体
積加重中央値としてアルコール媒体中の懸濁液の形で測定された、０．００１～０．８μ
ｍの範囲の無機粒子の平均サイズｄ５０を有する、アルコール媒体中の無機粒子の懸濁液
と接触させ、引き続き該ポリアミドを少なくとも部分的な溶液から沈殿させることによっ
て得られる、ポリアミドをベースとする超微粉末において、５～１００ｍ２／ｇの範囲の
ＢＥＴに従った比表面積；７０μｍより小さい微粉度ｄ５０；２５０～１０００ｇ／ｌの
範囲のかさ密度ＳＤ；およびポリアミド粉末の全質量に対して無機粒子０．１～８０質量
％の粒子含有率を特徴とする、ポリアミドをベースとする超微粉末。
【請求項１０】
　コーティング剤としての、請求項９記載のまたは請求項１から８までのいずれか１項記
載の方法に従って得られる、ポリアミドをベースとする超微粉末の使用。
【請求項１１】
　成形体を製造するための、請求項９記載のまたは請求項１から８までのいずれか１項記
載の方法に従って得られる、ポリアミドをベースとする超微粉末の使用。
【請求項１２】
　射出成形、押出成形またはブロー成形によって成形体を製造するための請求項１１記載
の使用。
【請求項１３】
　顆粒の製造および射出成形、押出成形またはブロー成形による引き続く熱可塑性加工に
よって成形体を製造するための請求項１１記載の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポリアミド微粉末の分野にある。
【０００２】
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　殊に、本発明はポリアミドをベースとする超微粉末の製造法に関し、その際、０．５％
のｍ－クレゾール溶液中で２５℃にて測定された、１．５～２．０の範囲の相対溶液粘度
ηｒｅｌを有するポリアミドを、圧力および／または温度の作用下で少なくとも部分的な
溶液を作製するためにアルコール媒体と、無機粒子の存在下で接触させ、引き続き該ポリ
アミドを少なくとも部分的な溶液から沈殿させる。さらに本発明に含まれるのは、標準ポ
リアミド沈殿粉末の範囲にある高いＢＥＴ表面積およびかさ密度を有するポリアミド微粉
末、ならびに該ポリアミド微粉末の使用である。
【０００３】
　例えばコーティングのための、または成形部材を作製するための、ポリアミド－ベース
の粉末は、その高い耐化学薬品性ならびに非常に良好な機械的特性を特徴とする。その際
、例えばＤＥ－Ａ２９０５５４７に従う、エタノール系溶液からの沈殿によって得られる
粉末は、その加工挙動に関して、例えばＤＥ－Ａ１５７０３９２に従う、粉砕処理から得
られる生成物より優れている。それというのも、沈殿から、より丸みのある、そのためよ
り良好に流動しうる粒子が生じるからである。それ以外に、例えばＤＥ－Ｃ２８５５９２
０に従っても得られる粉砕粉末は幅広い粒度分布を有するが、それは他方で高い分級コス
トを必要とする。粉砕粉末がηｒｅｌ＜１．７においてしか経済的に製造可能でない一方
で、沈殿粉末のさらなる利点は、分子量の大きい変動幅（ηｒｅｌ＝１．５～２．０）に
ある。
【０００４】
　ポリアミド微粉末は、理想的には多数の要求を満たすべきである。そのため、粉末の微
粉度(Feinheit)が十分な状態で、高いＢＥＴ表面積と大きいかさ密度を結び合わせること
は追求するに値する。
【０００５】
　例えば高いＢＥＴ表面積は、コーティングされるべき表面に対する粉末の付着を改善す
るために、またはそうして全ての種類の顔料または添加剤の吸収が改善されるために、多
くの場合において望ましいとされる。
【０００６】
　ポリアミド微粉末からの構成部材(Bauteilen)を製造するためのいわゆるレーザー焼結
法の場合にも、高いＢＥＴ表面積が有利である。それというのも、これにより粉末粒子間
の付着の実現性が高められうるからである。
【０００７】
　しかしながら、残念なことに従来では、高いＢＥＴ表面積の利点には、存在するプロセ
スにおいて円滑な処理を困難にするかさ密度がどうしても伴う。通常、高いかさ密度およ
び高いＢＥＴ表面積は２つの要求される特性であり、それらは相矛盾する。２つの要求が
考慮に入れられるポリアミドベースの粉末は、現在公知の従来技術に従っては製造可能で
ない。たしかにＤＥ－Ａ１９７０８９５６は、２段階の沈殿処理によって得られた、高い
かさ密度を有するポリアミド微粉末を記載するが、一方でこれらの粉末は相変わらず低い
ＢＥＴ表面積を有する。
【０００８】
　ポリアミド粉末と無機顔料（例えば二酸化チタン）の組み合わせ物も、たしかに高いか
さ密度を有するが、しかし微粉末ではなく、それらは高いＢＥＴ表面積も示さない。
【０００９】
　同様に、粒状物質がポリアミドの沈殿中に単に存在するだけでは、所望された特性の組
み合わせはほとんど生じない。例えばＤＥ－Ａ３５１０６９０は、記載されたＤＥ－Ａ３
５１０６９０の実施例による、沈殿法に従ってエタノールから得られる、なかでも白色顔
料（粒状二酸化チタン）の存在下におけるポリアミド粉末を開示する。ただし測定は、こ
の実施例に従って得られた粉末が、非常に小さいＢＥＴ表面積との組み合わせにおいて比
較的良好なかさ密度を有するか、または十分なＢＥＴ表面積を、しかしながらその時には
もはや十分高くないかさ密度を不利な形で有するかのどちらかを示す。高いＢＥＴ表面積
と２５０～１０００ｇ／Ｌのかさ密度とからの組み合わせを有するポリアミド微粉末は、
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ＤＥ－Ａ３５１０６９０によって提供されない。
【００１０】
　説明された従来技術に鑑みて、本発明の課題は、十分な微粉度にて高いＢＥＴ表面積と
、十分に良好な加工性、すなわち所望された範囲のかさ密度とを組み合わせる、ポリアミ
ドをベースとする微粉末の製造法であった。
【００１１】
　さらなる一課題は、十分に高いかさ密度との組み合わせにおいて高いＢＥＴ表面積を有
するポリアミド微粉末を供給することにあった。
【００１２】
　もう一課題は、本発明によるポリアミド微粉末の使用可能性の説明にあった。そのため
ポリアミドをベースとする微粉末から簡単な公知の方法に従って、高められた強度値、例
えば弾性率または引張強度を、一方でまた非常に良好な衝撃強さ特性も提供する構成部材
および成形体が得られるべきである。
【００１３】
　これらならびにその他の、さらに詳しく記載されなかった、しかしながら容易に従来技
術の議論からもたらされる課題は、請求項１の特徴を有する方法により解決される。生成
物に関して、それに相応するカテゴリーの独立請求項は、本発明による課題の解決を示す
。使用可能性に関して、それらに相当する請求項による解決が開示される。
【００１４】
　０．５％のｍ－クレゾール溶液中で２５℃にて測定された、１．５～２．０の範囲の相
対溶液粘度ηｒｅｌを有するポリアミドを、圧力および／または温度の作用下で少なくと
も部分的な溶液を作製するためにアルコール媒体と、無機粒子の存在下で接触させ、引き
続き該ポリアミドを少なくとも部分的な溶液から沈殿させる、ポリアミドをベースとする
超微粉末の製造法にて、無機粒子の懸濁液をアルコール媒体中で使用することによって、
容易には予測されえない方法で、冒頭で論じられた特性プロフィールを満たす、ポリアミ
ドをベースとする微粉末を初めて得ることに成功する。
【００１５】
　本発明の範囲において、高いかさ密度および高いＢＥＴ表面積を有する加工性のポリア
ミド微粉末は、ポリアミド沈殿（ポリアミドの沈殿）を、無機粒子を含有するアルコール
懸濁液中で実施することによって得ることが出来た。例えば、たしかに沈殿が粒子（白色
顔料）の存在下でも実施されたＤＥ－Ａ３５１０６９０と違って、本発明の方法によって
粒子の懸濁液が作製され、かつポリアミドの沈殿が、粒子のこの懸濁液の存在下で行われ
る。この際、意想外の結果として、ＢＥＴ表面積およびかさ密度に関して所望された特性
を有する最適に加工可能なポリアミド微粉末が得られる。
【００１６】
　本発明による手順に従って、無機粒子との組み合わせにおけるポリアミド微粉末が結果
的に生じる。
【００１７】
　その際、アルコール媒体中で懸濁液の形で存在する無機粒子の使用は、本発明の方法の
ために特別な意味をもつ。有利な一方法変法において、本発明による方法は、アルコール
媒体中に懸濁された無機粒子からの懸濁液を使用することを特徴とし、その際、粒子は、
アルコール媒体中で懸濁液の形でピーク分析の体積加重中央値(volumengewichteter Medi
anwert)として静的光散乱または動的光散乱を用いて測定された、０．００１～０．８μ
ｍの範囲の平均粒度ｄ５０を有する。なおさらに有利には、粒子が０．００５～０．５μ
ｍの範囲の、および極めて有利には０．０１～０．３μｍの範囲のサイズｄ５０を有する
無機粒子の懸濁液が使用される。示されたような粒度は、静的光散乱または動的光散乱を
用いた公知の測定法に従って懸濁液中で測定される。光散乱法を介して得られた値は、単
離された粒子または懸濁液中の一次粒子のアグロメレートであってもよい。本発明に関し
て重要なのは、実際に懸濁液中に含有された粒子が、一次粒子またはアグロメレートにせ
よ、示された範囲のｄ５０値を有することである。粒度の測定は、例えばＺｅｔａｓｉｚ
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ｅｒ ３０００ Ｈｓａ（Ｍａｌｖｅｒｎ Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，ＵＫ）を用いて行わ
れうる。粒度が０．８μｍのｄ５０値を上回る場合、微粉末が結果的に生じないおそれが
強まる。それから沈殿に際して、場合によっては大きいポリアミド粉末粒子が結果的に生
じかねない。
【００１８】
　無機粒子として本発明の意味において使用可能な化合物の性質は、幅広い範囲にわたっ
て変化してもよい。大きな関心がもたれるのは、Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ２、ＺｒＯ２、Ｓｉ
Ｏ２、ＺｎＯ２、Ｂｉ２Ｏ３、ＣｅＯ２、ＩＴＯ（酸化すず（ＩＶ）でドープされた酸化
インジウム）、ＡＴＯ（酸化アンチモンでドープされた酸化すず（ＩＶ））、ＩＺＯ（酸
化亜鉛でドープされた酸化インジウム）、窒化ホウ素、炭化ホウ素、混合酸化物およびス
ピネルからなる群から選択された、アルコール媒体中に懸濁された無機粒子を有する懸濁
液を使用する方法である。とりわけ有利なのは、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）の使用
である。
【００１９】
　この関連において、有利には、酸化アルミニウムは熱分解由来であってもよい。その際
、熱分解とは、相応する酸化アルミニウム粉末が、火炎中での適切な出発材料の反応によ
って得られることと理解されるべきである。熱分解法は、火炎酸化および火炎加水分解を
包含する。酸化アルミニウムの大規模工業的な製造のために、なかでも水素－／酸素火炎
中での塩化アルミニウムの火炎加水分解が利用される。一般に、このように製造された酸
化アルミニウム粒子は、アグリゲートされた一次粒子の形で存在し、その際、一次粒子は
細孔をもたず、かつヒドロキシル基をその表面に有する。塩化アルミニウムから酸化アル
ミニウムへの反応に際して、副生成物として塩酸が生じ、それは酸化アルミニウム粒子に
付着する。通常、水蒸気を用いた処理によって塩酸の大部分が粒子から除去される。
【００２０】
　とりわけ本発明のために適した酸化アルミニウム粉末には、なかでも：ＡＥＲＯＸＩＤ
Ｅ（Ｒ） Ａｌｕ Ｃ、ＡＥＲＯＸＩＤＥ（Ｒ） Ａｌｕ ６５、ＡＥＲＯＸＩＤＥ（Ｒ） 
Ａｌｕ １３０、全てＤｅｇｕｓｓａ ＡＧ、ＳｐｅｃｔｒＡｌＴＭ １００ Ｆｕｍｅｄ 
Ａｌｕｍｉｎａ、ＳｐｅｃｔｒＡｌＴＭ ５１ Ｆｕｍｅｄ Ａｌｕｍｉｎａ、Ｓｐｅｃｔ
ｒＡｌＴＭ ８１ Ｆｕｍｅｄ Ａｌｕｍｉｎａ、全てＣａｂｏｔ　Ｃｏｒｐが含まれる。
【００２１】
　目的に適った一方法変法は、５～２００ｍ２／ｇの範囲の比表面積を有する無機粒子を
アルコール媒体中に懸濁することによって得られる懸濁液を使用することを予定する。
【００２２】
　無機粒子は、アルコール媒体中の懸濁液として使用される。懸濁液を得るために、粒子
はアルコール媒体中に微細に分散される。これはそれ自体公知の方法に従って行われる。
その際、高いエネルギー供給を可能にする方法がとりわけ有利である。そのような方法は
、例えばドイツ国特許出願１０３６０７６６またはドイツ国特許出願１０２００５０３２
４２７．４の中で記載されている。
【００２３】
　有利な一実施態様において、本発明の方法は、１０００ｋＪ／ｍ３より大きいエネルギ
ー供給の導入下でアルコール媒体中に無機粒子を懸濁することによって得られる懸濁液を
使用することを特徴とする。これによって、一般的に、すでに非常に有用な粒子の懸濁液
がアルコール中で生じる。上で述べられたエネルギー供給は、公知の集成装置(Aggregate
)によって実行されうる。適切な集成装置は、遊星型ニーダー、ローター－ステーター－
マシーン(Rotor-Stator-Maschinen)、アジテーターボールミル(Ruehrwerkkugelmuehle)、
ローラー台(Walzenstuhl)等であってもよい。
【００２４】
　懸濁液をまず１０００ｋＪ／ｍ３未満のエネルギー供給により前懸濁液の形成下で製造
し、この前懸濁液を少なくとも２つの部分流に分け、これらの部分流を高エネルギーミル
内で少なくとも５００ｂａｒの圧力下に置き、ノズルを介して放圧し、かつガス－または
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液体充填された反応室内で遭遇させ、かつ場合により高エネルギー粉砕を１回以上繰り返
す方法の形もとりわけ適していることが判明した。
【００２５】
　懸濁液中の無機粒子の量は、幅広い範囲にわたって変化してもよい。粒子の種類、無機
粒子のサイズならびにアルコール媒体の特別な性質に応じて、より小さい固体－またはよ
り大きい固体含有率が有効でありうる。しかしながら、一般的に、本発明の目的のために
可能な限り固体を多く含んだ懸濁液を使用することは目的に適っている。有利な方法の変
形において、懸濁液の全質量に対して１０～６０質量％の範囲の粒子の含有率を有する懸
濁液が使用される。とりわけ好適に使用可能な懸濁液には、１５～５０質量％の、さらに
より目的に適った形で２０～５０質量％の固体含有率を有するものが含まれる。
【００２６】
　本発明による方法に含まれるアルコール媒体中の無機粒子の懸濁液は、可能な限り安定
しているべきである。その際、とりわけ安定しているとは、本発明の意味において１ヶ月
の、一般に少なくとも６ヶ月の期間内における沈殿作用および再アグロメレーション(Rea
gglomeration)に対する懸濁液の安定性と理解される。
【００２７】
　とりわけ安定な懸濁液を達成するために、アルコール媒体中での無機粒子の分散に際し
て懸濁液を安定化させうる添加剤が存在している場合、さらに有利であることが判明した
。
【００２８】
　このような添加剤は、例えばリン酸およびその一塩基のまたは二塩基のリン酸塩、リン
酸エステル、ホスホン酸、有機変性ホスホン酸、硫酸およびそれらの誘導体、硝酸、一般
に有機鉱酸である。さらに、酸性プロトンを有する有機化合物、例えばカルボン酸または
フェノールが使用されうる。例えばアミンをベースとする塩基性有機化合物も適している
。
【００２９】
　本発明のために役に立つ懸濁液は、アルコール媒体中で作製される。これは、純粋なア
ルコール、複数のアルコールの混合物または、水またはポリアミドの所望された沈殿に本
質的に不利に影響を及ぼさないその他の物質の内容成分を有するアルコールであってもよ
い。本発明による懸濁液のアルコール媒体は、有利には非アルコール物質（有利には水）
の５０質量％より小さい、とりわけ有利には１０質量％未満の含有率を、かつとりわけ目
的に適った形で異なる非アルコール物質の１質量％未満の含有率を有する。本発明のため
に、一般的に、ポリアミドの沈殿を所望された条件（圧力および温度）下で可能にするア
ルコールの全ての種類またはその混合物が考慮に入れられる。個々の場合において、当業
者により大きな手間がかからずに、この方式を特別な要求に合わせることが可能である。
有利には、本発明の方法のために、アルコール媒体としてポリアミドの沈殿および／また
は無機粒子の懸濁のために、１：１～１：５の範囲の酸素原子対炭素原子の数比を有する
１つ以上のアルコールが使用される。
【００３０】
　無機粒子の懸濁液を製造するための典型的なアルコールは、１：１、１：２、１：３、
１：４および１：５の酸素対炭素の比を有するアルコール、有利には１：２および１：３
の酸素対炭素比を有するアルコール、とりわけ有利には１：２の酸素対炭素比を有するア
ルコールである。極めて有利には、目的に応じて、無機粒子の懸濁液の製造に際してなら
びにポリアミドの沈殿に際してエタノールが使用される。
【００３１】
　本発明により沈殿可能なポリアミド（それゆえ、つまり出発物質として使用可能な化合
物）は、公知のかつ提供されうる物質の全体のバンド幅(Bandbreite)である。有利には本
発明の方法のために使用可能なポリアミドとして、なかでもポリアミド１１、ポリアミド
１２および、カルボンアミド基１個当たり１２個を上回る脂肪族結合した炭素原子を有す
るポリアミド、有利にはポリアミド１２を包含する。それ以外に、それらに相応するコポ
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リアミドまたはホモポリアミドおよびコポリアミドからの混合物も使用されえ、それらは
記載された構成成分の少なくとも７０質量％を含有する。それに従って、コモノマーとし
て、それらは１つ以上のコモノマー、例えばカプロラクタム、ヘキサメチレンジアミン、
２－メチルペンタンジアミン－（１，５）、オクタメチレンジアミン－（１，８）、ドデ
カメチレンジアミン、イソホロンジアミン、トリメチルヘキサメチレンジアミン、アジピ
ン酸、コルク酸、アゼライン酸、セバシン酸、ドデカン二酸、アミノウンデカン酸の０～
３０質量％を含有しうる。以下でポリアミドと呼ばれる記載されたホモポリアミドおよび
コポリアミドは、（ＤＩＮ５３７２７に従って０．５％のｍ－クレゾール溶液中で２５℃
にて測定された）１．５～２．０の、有利には１．７０～１．９５の相対溶液粘度を有す
る顆粒または粗粒として使用される。それらは、公知の方法に従った、重縮合、加水分解
または酸分解による重合もしくは活性アニオン重合によって製造されうる。有利には、末
端基比ＮＨ２／ＣＯＯＨ＝４０／６０～６０／４０を有する未調整のポリアミドが使用さ
れる。使用するポリアミドは、最大０．２質量パーセントのＨ３ＰＯ４を含有してもよい
。有利には、Ｈ３ＰＯ４不含のポリアミドが使用される。しかしながら、目的に応じて、
未調整のポリアミド、言い換えれば、末端基比ＮＨ２／ＣＯＯＨ ９０：１０および８０
：２０もしくは１０：９０および２０：８０であるポリアミドも使用されうる。
【００３２】
　沈殿させるためのポリアミドの溶液は、全ての公知の方法で製造されうる。有利なのは
、無機粒子の懸濁液の存在下における、アルコール媒体中へのポリアミドの可能な限り完
全な溶解である。溶解は、圧力および／または温度の使用によって促進されうる。目的に
応じて、ポリアミドはアルコール媒体中に装入され、かつ高められた温度の作用下で必要
な時間にわたって溶解される。無機粒子の懸濁液は、ポリアミドの溶解前、溶解中または
溶解後に添加してもよい。目的に応じて、無機粒子の懸濁液はポリアミドといっしょに装
入される。溶解プロセスは、好適な形で、調整された攪拌集成装置の使用によって支持さ
れる。ポリアミドの沈殿も同様に、圧力および／または温度の使用によって支持されうる
。そのため有利には、温度の低下および／または溶媒、すなわちアルコール媒体の留去（
有利には減少された圧力下で）によりポリアミドの沈殿が生じる。しかしながら、抗溶剤
(anti-Loesungsmittel)（沈殿剤）の添加によって沈殿を支持することも可能である。
【００３３】
　本発明の対象は、０．５％のｍ－クレゾール溶液中で２５℃にて測定された、１．５～
２．０の範囲の相対溶液粘度ηｒｅｌを有するポリアミドを、圧力および／または温度の
作用下で少なくとも部分的な溶液を作製するためにアルコール媒体中の無機粒子の懸濁液
と接触させ、引き続き該ポリアミドを少なくとも部分的な溶液から沈殿させることによっ
て得られる、ポリアミドをベースとする超微粉末にも関し、その際、該ポリアミド粉末は
、５～１００ｍ２／ｇ、有利には１０～２５ｍ２／ｇの範囲のＢＥＴに従った比表面積；
７０μｍより小さい微粉度ｄ５０；２５０～１０００ｇ／ｌの範囲のかさ密度ＳＤ；およ
びポリアミド粉末の全質量に対して、無機粒子０．１～８０質量％、有利には１～６０質
量％の粒子含有率を特徴とする。
【００３４】
　ＢＥＴ表面積は、ＤＩＮ６６１３１に従って、Brunauer-Emmett-Tellerに従う窒素の吸
着によって測定される。
【００３５】
　微粉度ｄ５０は、Ｍａｌｖｅｒｎ Ｍａｔｅｒｓｉｚｅｒ Ｓ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２．１８
を用いたレーザー光線における光散乱によって測定される。
【００３６】
　かさ密度は、ＤＩＮ５３６４４によりもたらされる。
【００３７】
　粒子含有率は、ＤＩＮ ＥＮ ＩＳＯ３４５１第１部および第４部に従った灰分／強熱残
分測定によって測定される。
【００３８】
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　溶液粘度の測定は、ＤＩＮ３０７に従った０．５％のメタ－クレゾール溶液中で行った
。
【００３９】
　有利な沈殿粉末は、２５０～８００の範囲の、およびとりわけ有利には３００～５００
ｇ／Ｌのかさ密度を有する。この範囲には、最適な加工性が存在する。
【００４０】
　本発明のポリアミド微粉末は、特性の卓越した組み合わせによって特徴づけられる。記
載された特性に加えて、それらはなお比較的狭い粒度分布も提供し、このことは実施例か
ら読み取られる。それらの際立った特性に基づき、粉末は多数の適用に適している。
【００４１】
　ポリアミドをベースとする超微粉末の有利な使用は、コーティング剤としての使用を包
含する。粉末は、全ての公知のかつ適したコーティング法に従って申し分のない被覆をも
たらす。回転焼結粉末のみならず静電粉末も製造されうる。そのため沈殿粉末自体は、困
難な金属部材のコーティングに際して、延性およびエッジコーティングに関しての際立っ
た特性と同様またアルコール性水溶液に対する安定性も示す。被覆の機械的強度は、高水
準にある。
【００４２】
　本発明の沈殿粉末は、成形体および構成部材の製造にも同様に優れた形で適している。
その他の点では、本発明によるポリアミド微粉末からの材料は、優れた機械的特性も有す
る。そうして本発明による微粉末は、高められた強度値、例えば弾性率または引張強度の
他に非常に良好な衝撃強さ特性も示す。
【００４３】
　従って本発明は、種々の形状および構造の成形体および／または構成部材を製造するた
めの、ポリアミドをベースとする超微粉末の使用も包含する。この際、粉末自体から出発
し、かつ成形体または構成部材のどちらかが、公知の成形法に従って、有利には射出成形
、押出成形またはブロー成形によって直接的に製造されうる。
【００４４】
　この代わりに、粉末もまず顆粒状にし、その後、また公知の方法に従って、すなわち本
質的に射出成形、押出成形またはブロー成形によって熱可塑性に加工してもよい。
【００４５】
　以下で、本発明は、実施例および比較例を手がかりにしてより詳細に説明される。
【００４６】
　試験
　本発明の方法に際して使用されるべき、アルコール媒体（エタノール）中での無機粒子
の懸濁液の製造
　懸濁液１（Ｓ１）：
　１００ｌのステンレス鋼－バッチ容器(Ansatzbehaelter)中に、エタノール７７ｋｇを
装入した。引き続き、Ｙｓｔｒａｌ社のＣｏｎｔｉ－ＴＤＳ ３（ステータースリット：
４ｍｍのリング(Kranz)および１ｍｍのリング、ローター／ステーターの間隔 約１ｍｍ）
の作動状態にて、せん断条件下で２３ｋｇのＡＥＲＯＸＩＤＥ（Ｒ）Ａｌｕ Ｃ（ＢＥＴ 
１００ｍ２／ｇ）、Ｄｅｇｕｓｓａ社をバッチ容器中に加えた。添加の終了後、なお３０
００ｒｐｍにて３０分の間、後せん断した。
【００４７】
　この前懸濁液を、高エネルギーミル Ｕｌｔｉｍａｉｚｅｒ ＨＪＰ－２５０５０（Ｓｕ
ｇｉｎｏ社）によって、２５００ｂａｒの圧力および直径０．２５ｍｍのダイヤモンドノ
ズルにて２つの行程に送り、かつそれによって集中的にさらに粉砕する。
【００４８】
　Ａｌ２Ｏ３に対して２％の純粋なＨ３ＰＯ４濃度が達成されるように、８５％のリン酸
の添加を、前懸濁液の製造中に溶解機中で行った。
【００４９】
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　懸濁した後に、０．１８μｍの平均粒度ｄ５０を動的光散乱によって測定した（Ｍａｌ
ｖｅｒｎ Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，ＵＫのＺｅｔａｓｉｚｅｒ ３０００ Ｈｓａ）。示
されるのは、ピーク分析の体積加重中央値である。
【００５０】
　懸濁液２（Ｓ２）：
　１００ｌのステンレス鋼－バッチ容器中に、エタノール４４ｋｇおよびＨ３ＰＯ４１．
００ｋｇ（８５％）を装入した。引き続き、Ｙｓｔｒａｌ社のＣｏｎｔｉ－ＴＤＳ ３（
ステータースリット：４ｍｍのリングおよび１ｍｍのリング、ローター／ステーターの間
隔 約１ｍｍ）の作動状態にて、せん断条件下で２１ｋｇのＡＥＲＯＸＩＤＥ（Ｒ）Ａｌ
ｕ Ｃ（ＢＥＴ １００ｍ２／ｇ）、Ｄｅｇｕｓｓａ社をバッチ容器中に加えた。約１８ｋ
ｇのＡＥＲＯＸＩＤＥ（Ｒ）Ａｌｕ Ｃの後、再び低い粘度を達成するために、さらにＨ

３ＰＯ４０．１３ｋｇ（８５％）を添加した。添加の終了後、３０００ｒｐｍにて３０分
の間、後せん断した。２５分のせん断時間にて、さらにＨ３ＰＯ４１．２ｋｇ（８５％）
を添加し、そうしてＡｌ２Ｏ３に対して１１％のＨ３ＰＯ４（８５％）の濃度を達成する
。
【００５１】
　この前懸濁液を、高エネルギーミル Ｕｌｔｉｍａｉｚｅｒ ＨＪＰ－２５０５０（Ｓｕ
ｇｉｎｏ社）によって、２５００ｂａｒの圧力および直径０．２５ｍｍのダイヤモンドノ
ズルにて２つの行程に送り、かつそれによって集中的にさらに粉砕する。
【００５２】
　懸濁した後に、０．１４μｍの粒度ｄ５０を動的光散乱によって測定した（Ｍａｌｖｅ
ｒｎ Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，ＵＫのＺｅｔａｓｉｚｅｒ ３０００ Ｈｓａ）。示され
るのは、ピーク分析の体積加重中央値である。
【００５３】
　懸濁液３（Ｓ３）：
　１００ｌのステンレス鋼－バッチ容器中に、エタノール７７ｋｇを装入した。引き続き
、Ｙｓｔｒａｌ社のＣｏｎｔｉ－ＴＤＳ ３（ステータースリット：４ｍｍのリングおよ
び１ｍｍのリング、ローター／ステーターの間隔 約１ｍｍ）の作動状態にて、せん断条
件下で２３ｋｇのＡＥＲＯＸＩＤＥ（Ｒ）Ａｌｕ Ｃ（ＢＥＴ １００ｍ２／ｇ）、Ｄｅｇ
ｕｓｓａ社をバッチ容器中に加えた。添加の終了後、なお３０００ｒｐｍにて３０分の間
、後せん断した。
【００５４】
　この前懸濁液を、高エネルギーミルＵｌｔｉｍａｉｚｅｒ ＨＪＰ－２５０５０（Ｓｕ
ｇｉｎｏ社）によって、２５００ｂａｒの圧力および直径０．２５ｍｍのダイヤモンドノ
ズルにて２つの行程に送り、かつそれによって集中的にさらに粉砕する。
【００５５】
　リン酸の添加は、懸濁液製造中に溶解機中で行った。高エネルギーミルによる行程後、
さらなる安定化のためにＣｕｂｌｅｎ Ｐ ５０（ＳｃｈｗａｒｚおよびＺｓｃｈｉｍｍｅ
ｒ ＧｍｂＨの市販製品、水中で５０％の２－ホスホノブタン－１，２，４－トリカルボ
ン酸の溶液）を、Ａｌ２Ｏ３量に対して２質量％のＣｕｂｌｅｎ Ｐ ５０の濃度が達成さ
れる量で添加した。
【００５６】
　懸濁した後に、０．１３μｍの粒度ｄ５０を静的光散乱によって測定した（Ｍａｌｖｅ
ｒｎ Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，ＵＫのＺｅｔａｓｉｚｅｒ ３０００ Ｈｓａ）。示され
るのは、ピーク分析の体積加重中央値である。
【００５７】
　懸濁液４（Ｓ４）：
　１００ｌのステンレス鋼－バッチ容器中に、エタノール７７ｋｇを装入した。引き続き
、Ｙｓｔｒａｌ社のＣｏｎｔｉ－ＴＤＳ ３（ステータースリット：４ｍｍのリングおよ
び１ｍｍのリング、ローター／ステーターの間隔 約１ｍｍ）の作動状態にて、せん断条
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件下で２３ｋｇのＡＥＲＯＸＩＤＥ（Ｒ）Ａｌｕ Ｃ（ＢＥＴ １００ｍ２／ｇ）、Ｄｅｇ
ｕｓｓａ社をバッチ容器中に加えた。添加の終了後、なお３０００ｒｐｍにて３０分の間
、後せん断した。
【００５８】
　この前懸濁液を、高エネルギーミル Ｕｌｔｉｍａｉｚｅｒ ＨＪＰ－２５０５０（Ｓｕ
ｇｉｎｏ社）によって、２５００ｂａｒの圧力および直径０．２５ｍｍのダイヤモンドノ
ズルにて２つの行程に送り、かつそれによって集中的にさらに粉砕する。
【００５９】
　それから安定化のために、得られた懸濁液に集中的な完全混合下で８５％のリン酸を添
加し、そうしてＡｌ２Ｏ３量に対して２％の純粋なＨ３ＰＯ４の濃度を達成し、かつＣｕ
ｂｌｅｎ Ｐ ５０（ＳｃｈｗａｒｚおよびＺｓｃｈｉｍｍｅｒ ＧｍｂＨの市販製品、水
中で５０％の２－ホスホノブタン－１，２，４－トリカルボン酸の溶液）を添加し、そう
して全懸濁液に対して２質量％のＣｕｂｌｅｎ Ｐ ５０の濃度を達成する。
【００６０】
　懸濁した後に、０．０６μｍの粒度ｄ５０を静的光散乱によって測定した（Ｍａｌｖｅ
ｒｎ Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，ＵＫのＺｅｔａｓｉｚｅｒ ３０００ Ｈｓａ）。示され
るのは、ピーク分析の体積加重中央値である。
【００６１】
　懸濁液５（Ｓ５）：
　１００ｌのステンレス鋼－バッチ容器中に、エタノール７７ｋｇを装入した。引き続き
、Ｙｓｔｒａｌ社のＣｏｎｔｉ－ＴＤＳ ３（ステータースリット：４ｍｍのリングおよ
び１ｍｍのリング、ローター／ステーターの間隔 約１ｍｍ）の作動状態にて、せん断条
件下で２３ｋｇのＶＰ 酸化ジルコニウム ＰＨ、Ｄｅｇｕｓｓａ社をバッチ容器中に加え
た。添加の終了後、なお３０００ｒｐｍにて３０分の間、後せん断した。
【００６２】
　この前懸濁液を、高エネルギーミル Ｕｌｔｉｍａｉｚｅｒ ＨＪＰ－２５０５０（Ｓｕ
ｇｉｎｏ社）によって、２５００ｂａｒの圧力および直径０．２５ｍｍのダイヤモンドノ
ズルにて２つの行程に送り、かつそれによって集中的にさらに粉砕する。
【００６３】
　全懸濁液に対して２質量％のＣｕｂｌｅｎ Ｐ ５０の量（ＳｃｈｗａｒｚおよびＺｓｃ
ｈｉｍｍｅｒ ＧｍｂＨの市販製品、水中で５０％の２－ホスホノブタン－１，２，４－
トリカルボン酸の溶液）を、後の安定化のために添加する一方で、リン酸の添加を再び懸
濁中に溶解機にて行った。
【００６４】
　懸濁した後に、０．０８μｍの粒度ｄ５０μｍを静的光散乱によって測定した（Ｍａｌ
ｖｅｒｎ Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，ＵＫのＺｅｔａｓｉｚｅｒ ３０００ Ｈｓａ）。示
されるのは、ピーク分析の体積加重中央値である。
【００６５】
　高いかさ密度および低いＢＥＴ表面積を有するポリアミド微粉末の製造（本発明によら
ない比較例Ａ～Ｄ）。
【００６６】
　比較例Ａ：未調整のＰＡ１２の２段階の沈殿
　加水分解による重合によって製造された、１．６２の相対溶液粘度および７５ミリモル
／ｋｇ ＣＯＯＨもしくは６９ミリモル／ｋｇ ＮＨ２の末端基含量を有する未調整のＰＡ
１２ ５０ｋｇを、２－ブタノンおよび１％の含水率で変性されたエタノール３１０Ｌと
、５時間以内に０．８ｍ３－攪拌釜中で１４５℃にもたらし、かつ攪拌下（ブレード型攪
拌機、ｄ＝８０ｃｍ、回転数＝４９ｒｐｍ）にて１時間この温度で放置する。引き続き、
ジャケット温度を１２４℃に減少させ、かつエタノールを連続的に留去しながら２５Ｋ／
ｈの冷却速度により同じ攪拌回転数で内部温度を１２５℃にもたらす。それから同じ冷却
速度でジャケット温度を内部温度より２Ｋ～３Ｋ下に保つ。内部温度を同じ冷却速度で１
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１７℃にもたらし、次いで６０分一定に保つ。その後、さらに４０Ｋ／ｈの冷却速度で留
去し、そうして内部温度を１１１℃にもたらす。この温度で、熱の発生より認められうる
沈殿が生じる。蒸留速度を、内部温度が１１１．３℃を超えて上昇しない限り高める。２
５分後、内部温度は低下するが、このことは沈殿の終了を示す。ジャケットを介してのさ
らなる留去および冷却によって、懸濁液の温度を４５℃にもたらし、かつ懸濁液をその後
にブレード型乾燥機に移送する。
【００６７】
　エタノールを７０℃／４００ｍｂａｒで留去し、引き続き残分を２０ｍｂａｒ／８６℃
で３時間、後乾燥する。
【００６８】
　比較例Ｂ：ＰＡ１０１０の２段階の沈殿
　実施例Ａに応じて、１，１０－デカンジアミンおよびセバシン酸の重縮合によって得ら
れる、以下のデータを有するＰＡ１０１０－サンプル５０ｋｇを沈殿させる：
ηｒｅｌ＝１．８４、［ＣＯＯＨ］＝６２ミリモル／ｋｇ、［ＮＨ２］＝５５ミリモル／
ｋｇ
　沈殿条件を、実施例Ａに対して以下のように変更した：
溶解温度：１５５℃、核形成温度／時間：１２８℃／６０分
沈殿温度：１２０℃、沈殿時間：１時間、攪拌回転数：９０ｒｐｍ。
【００６９】
　比較例Ｃ：ＰＡ１２１２の２段階の沈殿
　実施例Ａに応じて、１，１０－デカンジアミンおよびドデカン二酸の重縮合によって得
られる、以下のデータを有するＰＡ１２１２－顆粒サンプル５０ｋｇを沈殿させる：
ηｒｅｌ＝１．８０、［ＣＯＯＨ］＝３ミリモル／ｋｇ、［ＮＨ２］＝１０７ミリモル／
ｋｇ
　沈殿条件を、実施例Ａに対して以下のように変更した：
溶解温度：１５５℃、核形成温度：１２３℃、核形成時間：６０分
沈殿温度：１１７℃、沈殿時間：６０分、攪拌回転数：１１０ｒｐｍ。
【００７０】
　比較例Ｄ：白色顔料の存在下でのＤＥ－Ａ３５１０６９０による未調整のＰＡ１２の１
段階の沈殿
　加水分解による重合によって製造された、１．６２の相対溶液粘度および７５ミリモル
／ｋｇ ＣＯＯＨもしくは６９ミリモル／ｋｇ ＮＨ２の末端基含量を有する未調整のＰＡ
１２ ５０ｋｇを、２－ブタノンおよび１％の含水率で変性されたエタノール３１０Ｌと
、５時間以内に３ｍ３－攪拌釜（ｄ＝１６０ｃｍ）中で１５２℃にもたらし、かつ攪拌下
（ブレード型攪拌機、ｄ＝８０ｃｍ、回転数＝８０ｒｐｍ）にて１時間この温度で放置す
る。引き続き、ジャケット温度を１２４℃に減少させ、かつエタノールを連続的に留去し
ながら２５Ｋ／ｈの冷却速度により同じ攪拌回転数で内部温度を１２５℃にもたらす。そ
れから同じ冷却速度にてジャケット温度を、１０８℃で熱の発生により認められうる沈殿
が生じるまで、内部温度より２Ｋ～３Ｋ下に保つ。蒸留速度を、内部温度が１０９．７℃
を超えて上昇しない限り高める。２０分後、内部温度は低下するが、このことは沈殿の終
了を示す。ジャケットを介してのさらなる留去および冷却によって、懸濁液の温度を４５
℃にもたらし、かつ懸濁液をその後にブレード型乾燥機に移送する。
【００７１】
　エタノールを７０℃／５００ｍｂａｒで留去し、引き続き残分を２０ｍｂａｒ／８６℃
で３時間、後乾燥する。
【００７２】
　以下で、高いかさ密度および高いＢＥＴ表面積を有するポリアミド微粉末の製造を、実
施例を手がかりにして説明する。結果は、表１の中でまとめられる。
【００７３】
　実施例１：ＤＥ－Ａ３５１０６９０と同じ、しかしながら懸濁液Ｓ１の添加下での未調
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整のＰＡ１２の１段階の沈殿
　加水分解による重合によって製造された、１．６２の相対溶液粘度および７５ミリモル
／ｋｇ ＣＯＯＨもしくは６９ミリモル／ｋｇ ＮＨ２の末端基含量を有する未調整のＰＡ
１２ ５０ｋｇを、２－ブタノンおよび１％の含水率で変性されたエタノール２９０Ｌお
よび１７．４ｋｇの懸濁液Ｓ１と、５時間以内に０．８ｍ３－攪拌釜中で１４５℃にもた
らし、かつ攪拌下（ブレード型攪拌機、ｄ＝８０ｃｍ、回転数＝８５ｒｐｍ）にて１時間
この温度で放置する。引き続き、ジャケット温度を１２４℃に減少させ、かつエタノール
を連続的に留去しながら２５Ｋ／ｈの冷却速度により同じ攪拌回転数で内部温度を１２５
℃にもたらす。それから同じ冷却速度でジャケット温度を、１０９℃で熱の発生により認
められうる沈殿が生じるまで、内部温度より２Ｋ～３Ｋ下に保つ。蒸留速度を、内部温度
が１０９．３℃を超えて上昇しない限り高める。２０分後、内部温度は低下するが、この
ことは沈殿の終了を示す。ジャケットを介してのさらなる留去および冷却によって、懸濁
液の温度を４５℃にもたらし、かつ懸濁液をその後にブレード型乾燥機に移送する。エタ
ノールを７０℃／５００ｍｂａｒで留去し、引き続き残分を２０ｍｂａｒ／８６℃で３時
間、後乾燥する。
【００７４】
　実施例２：懸濁液Ｓ２の添加下での未調整のＰＡ１２の１段階の沈殿
　方法は実施例１と同じであった。懸濁液Ｓ２の１７．４ｋｇを使用した。
【００７５】
　実施例３：懸濁液Ｓ２の添加下での未調整のＰＡ１２の１段階の沈殿
　方法は実施例１と同じであった。懸濁液Ｓ２の３４．８ｋｇを使用した。バッチのエタ
ノール量を２９０Ｌから２７５Ｌへと減少させた。
【００７６】
　実施例４：懸濁液Ｓ３の添加下での未調整のＰＡ１２の１段階の沈殿
　方法は実施例１と同じであった。懸濁液Ｓ３の１７．４ｋｇを使用した。
【００７７】
　実施例５：懸濁液Ｓ３の添加下での未調整のＰＡ１２の１段階の沈殿
　方法は実施例１と同じであった。懸濁液Ｓ３の３４．８ｋｇを使用した。バッチのエタ
ノール量を２９０Ｌから２７５Ｌへと減少させた。
【００７８】
　実施例６：懸濁液Ｓ４の添加下での未調整のＰＡ１２の１段階の沈殿
　方法は実施例１と同じであった。懸濁液Ｓ４の１７．４ｋｇを使用した。
【００７９】
　実施例７：懸濁液Ｓ５の添加下での未調整のＰＡ１２の１段階の沈殿
　方法は実施例１と同じであった。懸濁液Ｓ５の１７．４ｋｇを使用した。
【００８０】
　実施例８：懸濁液Ｓ２の添加下での未調整のＰＡ１０１０の１段階の沈殿
　実施例１に応じて、１，１０－デカンジアミンおよびセバシン酸の重縮合によって得ら
れる、以下のデータを有するＰＡ１０１０－サンプル５０ｋｇを沈殿させる：
ηｒｅｌ＝１．８４、［ＣＯＯＨ］＝６２ミリモル／ｋｇ、［ＮＨ２］＝５５ミリモル／
ｋｇ
　沈殿条件を、実施例１に対して以下のように変更した：
沈殿温度：１２０℃、沈殿時間：２時間、攪拌回転数：９０ｒｐｍ
懸濁液Ｓ２の１７．４ｋｇを使用した。
【００８１】
　実施例９：懸濁液Ｓ２の添加下での未調整のＰＡ１０１２の１段階の沈殿
　実施例１に応じて、１，１０－デカンジアミンおよびドデカン二酸の重縮合によって得
られる、以下のデータを有するＰＡ１０１２－顆粒サンプル５０ｋｇを沈殿させる：
ηｒｅｌ＝１．７６、［ＣＯＯＨ］＝４６ミリモル／ｋｇ、［ＮＨ２］＝６５ミリモル／
ｋｇ
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　沈殿条件を、実施例１に対して以下のように変更した：
溶解温度：１５５℃、沈殿温度１２３℃、沈殿時間：４０分、攪拌回転数：１１０ｒｐｍ
懸濁液Ｓ２の１７．４ｋｇを使用した。
【００８２】
　実施例１０：懸濁液Ｓ２の添加下での未調整のＰＡ１０１２の１段階の沈殿
　実施例１に応じて、１，１０－デカンジアミンおよびドデカン二酸の重縮合によって得
られる、以下のデータを有するＰＡ１０１２－顆粒サンプル４００ｋｇを沈殿させる：
ηｒｅｌ＝１．８０、［ＣＯＯＨ］＝３ミリモル／ｋｇ、［ＮＨ２］＝１０７ミリモル／
ｋｇ
　沈殿条件を、実施例１に対して以下のように変更した：
溶解温度：１５５℃、沈殿温度１１７℃、沈殿時間：６０分、攪拌回転数：１１０ｒｐｍ
懸濁液Ｓ２の１７．４ｋｇを使用した。
【００８３】
【表１】

【００８４】
　ηｒｅｌ＝分子量の基準としての比粘度；
　ＢＥＴ＝ポリアミド粉末の表面積（ｍ２／ｇ）；
　＜１０％＝１０％が示された直径未満である積分粒度分布(integrale Korngroessenver
teilung)；
　＜５０％＝５０％が示された直径未満である積分粒度分布；
　＜９０％＝９０％が示された直径未満である積分粒度分布；
　ＳＤ＝ポリアミド粉末のかさ密度（ｇ／ｌ）
【００８５】
　顆粒の製造および特性決定
　実施例１、３および比較例Ａからの粉末を、Ｃｏｐｅｒｉｏｎ社の二軸押出機 ＺＳＫ 
２５中で、２２０℃および８ｋｇ／ｈの流量にて溶融し、押出しかつ顆粒化した。
【００８６】
　引き続き、標準試験体を射出成形によって製造し、かつＩＳＯ５２７に従った引張試験
およびＩＳＯ１７９ １ｅ／Ｕに従った衝撃強さを２３℃および－４０℃で測定した。
【００８７】
　結果は、表２の中に示されている。
【００８８】
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【表２】

【００８９】
　弾性率、引張強度、引裂強度、伸長－および引裂伸び(Streck-und Reissdehnung)を、
ＩＳＯ５２７に従った引張伸び試験において測定した。
【００９０】
　衝撃強さをＩＳＯ１７９ １ｅ／Ｕに従って測定した。
【００９１】
　本発明により製造されたポリアミド粉末を用いて得られた試験体がより高い弾性率と同
様より高い引張強度値を提供することが認められる。
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